
を活用した管路劣化診断と管路データの整備
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朝来市 水道事業の概要 （令和元年度末） ： 昭和 年４月１日 供用開始

① 給水人口 ： 人

② 給水戸数 ： 戸

③ 年間総配水量 ： ㎥

④ 給水区域面積 ： ㎢

⑤ 取水施設 ： 箇所 浄水場 ： 箇所 配水池 ： 箇所

⑥ 導・送・配水管延長 ： ｍ

⑦ 給水収益 ： 円 （ 円／月・φ ・ ㎥）

⑧ 原配水及び給水費 修繕費 ： 円
☆ 給配水管等設備修繕費 ： 円
☆ ポンプ・機械器具修繕費 ： 円

朝来市水道管路施設台帳及び劣化診断業務 発注経緯

① 水道法の一部を改正する法律
☆ 水道施設を適切に管理するための水道施設台帳の作成と保管が義務化
（令和４年９月 日まで）

② 伴走型支援「アクアーラ」

③ 水道管路の更新
☆ 基幹管路 ： 水道施設耐震化事業等 （耐震化／全体延長＝ ｍ／ ｍ）
☆ 配水支管 ： 修繕対応 （全体延長 ： ｍ）

漏水頻度が高い地域はあるものの、更新に踏み切れていない！

④ 水道事業担当職員数の減
☆ 平成 年度： 人 ⇒ 令和２年度：４人
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① 水道施設監視システム ⇒ 施設台帳 とのリンク！

水道施設台帳（浄水場等）の整備

☛
水道施設監視システム 画面

調整剤注入ポンプの設備台帳へ

② 固定資産台帳との突合

水道施設台帳（浄水場等）の整備

☞

☞

☞

☞

水道施設台帳 トップ画面
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水道施設台帳（管路）の整備

① 現状（既存マッピングシステム）

☜

☜☜

水道施設台帳（管路）の整備

② 管路属性の予測フロー

☜

別冊資料

 4 / 9



水道施設台帳（管路）の整備

③ 精度検証

固定資産台帳の帳簿原価（管路）

⇒

↓連絡管

劣化診断予測

① データ準備から予測フロー

☜

ローカルモデル

～ 年
本市漏水データを学習

朝来市漏水データの学習無し！
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③ 劣化予測の的中率

☜

更新優先順位上位 ％の漏水的中率
↑ ハイブリッドモデル： ％
↓ 経年劣化モデル ： ％

セグメント

② 劣化診断結果

％

％

％

％

％
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② 劣化診断結果

％

％

％

％

％

水道施設台帳（管路）と劣化度 出力

管理番号 口径[mm] 管種 継手
布設年度
[年度]

平面延長
[m]

劣化度 その他情報４

81035-H0005 100 80 999 1986 72.274 598 カラー

75036-H0013 75 80 999 1975 53.859 576 カラー

76050-H0002 75 71 200 1977 35.351 543

75036-H0027 75 60 200 1971 33.658 536

75036-H0018 75 60 200 1972 2.843 529

75036-H0024 75 60 200 1971 20.718 528

76050-H0004 75 60 200 1978 25.722 515

76050-H0017 75 71 200 1993 72.739 510

75036-H0028 75 60 200 1971 38.959 508

75036-H0016 75 60 200 1971 37.373 489

62035-H0002 50 90 999 2002 186.644 472 NSP

75043-H0006 75 60 200 1985 2.386 469

75043-H0013 100 60 200 1985 3.773 469

85033-H0016 150 80 999 1986 189.728 463 カラー

75036-H0026 75 60 200 1972 7.382 460

70045-H0040 75 71 200 1991 119.301 452

87034-H0108 50 60 200 1984 67.862 447

73044-H0023 100 71 200 1991 92.58 446

68032-H0070 75 60 200 1998 2.915 432
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既存マッピングシステムにデータを移行

（金）

（土）

今後の展開

① アセットマネジメントのレベルアップ
☆ 経年劣化モデル ⇒ ハイブリッドモデル 更新予定

② 劣化診断予測結果の庁内共有
☆ 水道マッピングシステム及び庁内共有 システムに劣化診断結果をコンバート
⇒ 水道管路劣化度の情報共有
⇒ 道路維持など他のインフラ事業と工事時期を合わせることで経費縮減を図る

③ 漏水調査への活用
☆ 現行 ： 配水流量メーターによる計測区域内を漏水調査を実施
☆ 今後 ： 漏水調査箇所において、劣化度が高い管路から調査を実施

④ 水道施設台帳（管路）について
☆ 水道会計システムの固定資産台帳との整理番号のリンクを図る
☆ 更新・修理情報を水道施設台帳（管路）で一元管理を行う
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お時間をいただき

ありがとうございました。
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